
　特許庁に地域団体商標として登録された地域ブランド
は、現在どのように活用されブランド展開を図っている
か、また出願に至るまでの経緯など、権利取得団体にお
聞きしましたので、ご紹介させていただきます。
　本活用事例が、地域団体商標の活用、さらに、地域ブ
ランドの発展につながることを期待しております。

－地域団体商標を活用した地域ブランド振興の事例－
第１章 Ⅱ．地域団体商標の活用事例

1. 釧路市漁業協同組合
　 「釧路ししゃも」
　 12ページ

2. 西印旛農業協同組合
　 「しろいの梨」
　 16ページ
　 

3．ＯＮＥ勝浦企業組合
　 「勝浦タンタンメン」　
　 20ページ

　 

4．亀田繊維工業協同組合
　 「亀田縞」
　 24ページ

5. 福井県和紙工業協同組合
　 「越前和紙」　　　　
　 28ページ

6. 蒲郡市農業協同組合
　 「蒲郡みかん」
　 32ページ

7. 久留米絣協同組合
　 「久留米かすり」「久留米絣」　
　 36ページ

8. 唐津焼協同組合
　 「唐津焼」
　 40ページ

9. 枕崎水産加工業協同組合
　 「枕崎鰹節」　　
　 44ページ
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（１）従来におけるブランド保護の取り
組み

釧路（くしろ）は、北海道東部、太平
洋沿岸の地域で、北海道最大で全国でも
有数の水揚高を記録する釧路港を有して
います。「釧路ししゃも」は、その釧路
港で水揚げされた北海道の一部の地域で
しか獲れない貴重な本ししゃもです。

従来におけるブランド保護の取組とし
ては、国産のししゃもと海外のノルウェ
ーやカナダのキャペリンとの差別化を図
るために、平成元年あたりから、「北海
道の太平洋側の一部でしかとれない本物
のししゃもである」ということをアピー
ルする取組を行ってきました。

平成１９年に北海道主導の道水産物ブ
ランド化推進事業があり、ししゃもが採
択され、釧路市・釧路市東部・昆布森・
白糠漁業協同組合の４漁協で構成される

「ししゃもこぎ網漁業運営協議会」が母
体となり、ブランド化を推進してきまし

た。同時期に釧路市でもブランド化推進
の事業があり、そこでもししゃもが採択
されました。その頃から官民一体でブラ
ンド振興をしていかなければならないと
いう意識が芽生えはじめました。釧路市
が釧路地域ブランド推進委員会（官民の
関係者より構成）を設置し、我々は、そ
の中のししゃも専門部会に、メンバーと
して参加しながら「釧路ししゃも」のブ
ランド化を推進してきました。

（２）地域団体商標出願の動機
地域団体商標を出願するきかっけは、

専門部会の中で、地域団体商標の出願に
取り組むべきだという意見がでたのがき
っかけです。

出願前まではブランド化を図る上で、
生産者、加工者、流通者など関係者の一
体感がなく活動している部分があったの
で、地域団体商標を取得することで方向
性を同じくすることができると考えまし

『釧路ししゃも』は、
新釧路川と釧路の海で育った
北海道の太平洋岸でしか獲れない
貴重な美味しい本ししゃもです！

地域団体商標出願に向けての取り組み

1  

商標：釧路ししゃも　　商標登録　第５５７００４７号
権利者の紹介
・ 権 利 者 名：釧路市漁業協同組合
・ 住 　 　 所：北海道釧路市浜町３番１２号
地域団体商標及び使用する商品・役務の内容
・ 地 域 団 体 商 標 名：釧路ししゃも（くしろししゃも）
・ 商 標 登 録 番 号：第５５７００４７号
・ 指定商品又は役務：釧路港で水揚げされたししゃも、釧

路港で水揚げされたししゃもの干物



ししゃも人工孵化事業風景
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た。また、地域団体商標は地域名がつい
ているので、釧路でとれたししゃものブ
ランド価値（安心、安全など）をより向
上させるためのツールとして使えるので
はないかと考えていました。

（３）地域団体商標出願の準備
「釧路ししゃも」の周知に関しては、

釧路市が事務局を担っている釧路地域ブ
ランド推進委員会を中心として、物産展
や商談会、イベント等に積極的に参加し、
多くの機会で「釧路ししゃも」をＰＲし
てきました。平成２０年からは「釧路し
しゃもフェア」を毎年開催し、市内の飲
食店で「釧路ししゃも」を使った料理を
提供してもらい、のぼりやポスターなど
を使って「釧路ししゃも」をＰＲしてい

ます。そのほか、関係者でお金を負担し
て、釧路空港では「釧路ししゃも」のＰ
Ｒ看板を常時掲載しています。実際の出
願手続に関しては、事務局の釧路市が中
心となり、弁理士を通じて事務手続きを
進めました。出願してから登録されるま
での間で苦労したことは、関係者の意思
統一です。水産加工、流通、観光協会と
いった関係者とともに専門部会の中でブ
ランドの方向性を議論し、金銭面の負担
や、取得後の管理など実際出願・登録に
あたって具体的にどこの団体がどうする
かなど体制作りの議論をしました。
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地域団体商標の権利取得後のブランド管理及びブランド展開

（１）ブランド管理及び商品・役務の
　　  品質管理（管理手法・体制等）
　品質基準は設けています。大前提とし
て、沖合で漁獲後、即日釧路港で水揚げ
されたししゃもであることです。生しし
ゃもの基準については、漁獲後４日以内
に販売されるもので、干しししゃもの基
準については、傷物を除いて食品添加物
を使わず、水分目標値を７５％以下、塩
分目標値を２％以下に設定して一尾あた
りの干し上がり重量を１０グラム以上の
ものとしています。
　商標の使用については、生ししゃも、
干ししゃもにのみ地域団体商標の「釧路
ししゃも」を使用しています。加えて、
佃煮などの加工品については釧路ししゃ
もの別のブランドマークを使用していま
す。これらの品質基準、使用基準につい
ては、出願以前から専門部会で議論をし
て作り上げていきました。

（２）ブランド展開
　全国の食品関係のイベントや物産展、
商談会などに「釧路ししゃも」として積
極的に出展しています。例えば、幕張メ
ッセで開催された FOODEX JAPAN に
出展し、ブースで試食してもらうなど、

「釧路ししゃも」の PR 活動を行ってきま
した。また、釧路市の漁業後継者連絡協
議会を通じて２年に１回程度、東京の北
海道どさんこプラザでフェアを開催した
りしています。
　今後の取組みとしては、「釧路ししゃ
も」の地域団体商標取得を掲げて、本し
しゃもであること、ししゃもの生産地で
あることをより一層ＰＲし、引き続き、
イベントフェア開催など、地元での定着
を図るとともに、市内外へのＰＲ活動を、
地域一丸となってすすめてまいりたいと
考えています。

  

地域団体商標権利取得後の効果

加工業者さんなどいくつかの団体から
は使用許諾の申請を受けて、使用料をと
って商標の使用を許諾しています。基本
的には管理に係る実費分を負担してもら
っています。取得してよかったこととし

て、漁業者、生産者、流通業者だけでは
なく、横の繋がりをもって「釧路ししゃ
も」ブランドを推進していく体制ができ
たことです。
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今後地域団体商標を出願する者に対してのアドバイス

　釧路港での販売の仕方は、大量に漁獲
して、大量にさばくといった、元々は付
加価値を付けて販売していくような形態
ではありませんでした。そのためブラ
ンド戦略を行うにも後手に回っていまし
た。我々のように他の近隣地域から遅れ

て地域ブランド振興を行うためには、単
体で動くのは限界があるため、地域で一
つにまとまることが一番重要です。地域
ブランドでまとまっていくきっかけに、
地域団体商標出願は良い手段と考えま
す。

最後に

　ししゃもは、春に孵化した後２年後に
元の川に戻ってきます。北海道のほとん
どのししゃもが生まれ育つ新釧路川がす
ぐそばにあることから、釧路港は地理的
にみて、栄養豊富なししゃもが獲れる港

です。その釧路港で獲れる「釧路ししゃ
も」は、漁獲量が少ないため資源を枯渇
させない取組をしながら、大切に漁獲し
ている貴重で美味しいししゃもです。是
非ご賞味いただければ幸いです。
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『しろいの梨』は、長い歴史をもつ
日本屈指の生産量を誇る
美味しい梨です！

地域団体商標出願に向けての取り組み

2

商標：しろいの梨　　商標登録　第５６６３４９２号
権利者の紹介
・ 権 利 者 名：西印旛農業協同組合
・ 住 　 　 所：千葉県印西市西の原四丁目３番地
地域団体商標及び使用する商品・役務の内容
・ 地 域 団 体 商 標 名：しろいの梨（しろいのなし）
・ 商 標 登 録 番 号：第５６６３４９２号
・ 指定商品又は役務：千葉県白井市産の梨

（１）従来におけるブランド保護の取り
組み

　白井（しろい）市の台地は関東ローム
層という火山灰土壌で、水はけがよく梨
栽培に適しているため、日本屈指の生産
量を誇っています。「しろいの梨」は、
みずみずしく、甘みがあるのが特徴です。
４月中旬ころには梨畑一面に白い花が咲
き誇り、８月頃から「幸水」「豊水」「あ
きづき」「新高」などいろいろな品種が

順次出荷・販売されます。「幸水」は８
月上旬、「豊水」は８月下旬、「あきづき」
は９月上旬、「新高」は９月中旬ごろか
ら店頭に並ぶようになります。
　当組合では、白井市梨業組合（１９４０
年設立）が組織されており、出荷時には各
地域の支部ごとに分かれ、各品種で査定会
を行っています。高品質な「しろいの梨」
を出荷するために品質基準の統一を図り、
市場でも高い評価を受けています。

高品質な梨を出荷するため、細かな基準を定めています
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地域団体商標の権利取得後のブランド管理及びブランド展開

（２）地域団体商標出願の動機
　最初は、白井市役所商工振興課から白
井市梨業組合に紹介がありました。出願
しようと思ったきっかけは、地域団体商
標を取得することによる認知度のアップ
と海外輸出に対応するために出願しまし
た。

（３）地域団体商標出願の準備
　これまで「しろいの梨」のＰＲ活動と
しては東京の市場、量販店などでの通常
の営業販売活動を通じて周知活動をして
きました。他には、地元のイベントがあ

る場合は、梨の試食を行ったりしていま
す。出荷自体は関東近辺の市場に出して
おり、認知度は高く、そこから全国に出
荷されています。直売についても全国的
に行っています。
　出願してから登録されるまでの間で苦
労したことは、白井市梨業組合と出願人
である西印旛農業協同組合との関係性を
示す資料の情報を抽出する作業や、全国
的に周知されている事実を示す新聞記事
など証拠書類を準備することが大変でし
た。

（１）ブランドを使用した商品開発
　「しろいの梨」を原料とした加工食品
等の開発を積極的に行っており、ジャム、
ドレッシング、他にもデザートの開発を
しています。また白井Ｓ級グルメの会で
発行した「白井の梨おいしい♪レシピ集」
には、梨を使った様々なレシピが掲載さ

れており、白井の梨をいろいろな形で味
わってもらうように取り組んでいます。

（２）ブランドの国際展開
　「しろいの梨」は積極的に輸出に取り
組んでいます。平成２４年度からこれま
で毎年県の千葉県フェアでタイに輸出し

幸水梨の初出荷に合わせた試食会
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ています。また千葉銀行主催の商談会で
モンゴルにおいて「しろいの梨」の試食
を実施しました。TPP の件もあるので、
今後海外にでていく上では良い機会では
ないかと考えています。輸出することで
メディアの露出が国内で増えることで、
減少しつつある梨農家に対し梨生産の魅
力をアピールし、白井市を盛り上げてい
きたいです。

（３）今後のブランド展開　
　　今後も引き続き輸出を行っていきま
す。タイでは現地の消費者へ「しろいの
梨」が定着しつつあり、継続的な輸出を
行うことにより一層現地での認知度が高
まると期待しています。またモンゴルに
ついては、現地での話が良い方向へ進み、
輸出する運びとなりそうです。また海外
に向けてだけでなく、国内での市場や量
販店でのＰＲやイベントも行い、ブラン
ド向上に努めていきます。

柏レイソル『しろいホーム
タウンデー』での試食会及
び梨贈呈の様子
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地域団体商標権利取得後の効果

商標権取得により、イベントやＰＲを
行う際に今まで以上に若手生産者との連
携ができ、産地全体でブランドの向上に
努めることができるようになりました。

また若手生産者が地元駅での試食販売を
実施し、あらためて地元特産品であるこ
とをＰＲするなど、新しいイベントを行
うようになりました。

今後地域団体商標を出願する者に対してのアドバイス

出願前にある程度商標をとった後の活
用方法もよく検討をしていることが重要
かと思います。そのことで、権利化後ス

ムーズにブランド展開を図っていけるよ
うになると思います。

JA 直売所での梨試食及び梨狩り体験の様子
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商標：　　　　　　　　     商標登録　第５７０３８１９号
権利者の紹介
・ 権 利 者 名：ＯＮＥ勝浦企業組合
・ 住 　 　 所：千葉県勝浦市墨名６５７番地２
地域団体商標及び使用する商品・役務の内容
・ 地 域 団 体 商 標 名：勝浦タンタンメン

（かつうらたんたんめん）
・ 商 標 登 録 番 号：第５７０３８１９号
・ 指定商品又は役務：千葉県勝浦市及びその周辺地域

におけるタンタンメンの提供

『勝浦タンタンメン』は、きれいな海と豊かな自然
の勝浦の漁港で生まれた心も体も熱くなる
美味しいラー油系タンタンメンです！

地域団体商標出願に向けての取り組み

3

（１）従来におけるブランド保護の取り
組み

　勝浦（かつうら）は、上総地方の南部（千
葉県南東部）に位置し、県下 2 位の漁獲
量のある漁港を持ち、古くから漁師町と
して栄えた地域です。

勝浦のタンタンメンは、当地の海女さ
ん・漁師さんが寒い海仕事の後に、冷え
た体を温めるメニューとして定着してき
ました。その特徴は、通常の
ゴマ系と違い、醤油ベースの
ラー油が多く使われたラー油
系タンタンメンです。具材は
ミジン切りの玉ネギと挽肉が
入ることが一般的で、お店に
よってニンニク、ニラ、ネギ
が入ったり、スープも味噌ベ
ースのお店もあったりと各店
が特色を生かしたメニューを
提供しております。

従来のブランド保護の取組
としては、元々、「勝浦タン
タンメン」という名称ではな

く、単なるタンタンメンとして勝浦では
根付いていたものの、ご当地グルメでま
ちおこしの祭典！ B-1 グランプリに出展
するにあたり、地域名がつくというのが
要件となっていたため、それを機に「勝
浦タンタンメン」として活動し始めまし
た。2011 年に B-1 グランプリに初出展し、
それ以降毎年出展し、「勝浦タンタンメ
ン」を PR してきました。

 

 

 

 

勝浦漁港
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（２）地域団体商標出願の動機
　地域団体商標を知ったきっかけは、B-1
グランプリに出展する団体の集まりであ
る「愛 B リーグ」に所属した際に、事務
局に地域団体商標というものがあるとい
うことを聞きました。その後、どうやれ
ば取得できるのかを調査していく中で、
商工会にも協力してもらい、千葉県中小
企業団体中央会を通じて、出願するとい
う流れになりました。
　登録になるのは難しいという話は聞い
ていましたが、「愛 B リーグ」に所属す
るある団体が商標権を取得していたので、
その団体から話を聞くうちに出願しよう
ということになりました。また、模倣品
も出願前から多く存在しており、商標権
を取得しなければブランドを守れないの
ではないかという意識もありました。

（３）地域団体商標出願の準備
　周知活動の一環として、組合では食品
メーカーと協力して、即席麺の商品開発
を行ってきました。商品開発は各取扱店
とは別で、組合独自で１０種以上開発し
てきました。
　一番大きい周知活動としては、B-1 グ
ランプリに出展したことです。上位に入
っていけばメディアに取り上げてもらう
きっかけになると考え、取り組んできま
した。我々、熱血！！「勝浦タンタンメン」
船団は、2013 年が 3 位、2014 年が 2 位、
2015 年でついに 1 位（ゴールドグランプ
リ）を獲得しました。5 年間出展していて、
すべて入賞（10 位以内）していたのです
が、やはり、ゴールドグランプリをとる
とメディアの反応が全然違うことを実感
しています。

 

 

 

勝浦漁港

出展ブースの前で並んでいただいているお客様への勝浦ＰＲ ２０１５「Ｂ－１グランプリ in 十和田」閉会式後
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出願に際して一番苦労したことは、当
初、組合員の母体が商工会の青年部であ
ったところ、「勝浦タンタンメン」を扱
っているお店が一定程度加盟していなけ
ればならないという条件があったので、
取扱店に出資してもらい加盟してもらう
よう働きかけを行ったことです。取扱店
の中には、「勝浦タンタンメン」という
地域団体商標が必要なのかという疑問を
もつ方もいましたが、今後ブランドを守
る上で必要だということを説得していき
加盟してもらいました。元々地域に根付
いていたからこそ難しかったところとし
て、「勝浦タンタンメン」の定義付けを
することも苦労しました。商売敵同士で
ある取扱店を集めて「勝浦タンタンメン」

の定義の議論をしても意見も出ず、なか
なかまとまりませんでした。あるお店の
レシピを公開してもらったことをきっか
けに、それをベースに多くの店に共通す
る味の定義付けをまとめていくことがで
きました。

行政等との協力については、当初、組
合は市民団体で始まりましたが、まちお
こしを行政任せにするのではなく行政に
働きかけることで一緒にまちおこしをし
ていこうということで動き出しました。
その際、市、観光協会、商工会を巻き込
んでいき、それぞれ役割分担（市なら広
報費、商工会なら事務所の間借りなど）
をしていただきました。そのため、今で
も行政も含め横の繋がりは強いです。

地域団体商標の権利取得後のブランド管理及びブランド展開

（１）ブランド管理及び商品・役務の
　　  品質管理（管理手法・体制等）
　品質基準はおいていませんが、「勝浦
タンタンメン」の定義はあります。基本
醤油ベースで、みそ、とんこつのベース
もあります。ラー油、タマネギ、挽肉、
ニンニクが具材として入っていることで
す。上記定義を守りつつ、組合に所属し
ていれば商標を使用することができま
す。組合に入るために勝浦市在住もしく
は法人であれば登記が勝浦市になければ
ならないとしています。

（２）ブランド展開
　商品開発以外だと、飲料メーカーさん
に協力してもらい、勝浦市の自動販売機
の飾りに「勝浦タンタンメン」の商標を
使用していただいたりしています。災
害時に自動販売機を備蓄倉庫として使う
ために、ハンドルを回せば使用すること
ができるようになっており、勝浦市内に
１５台設置しています。本件は、勝浦市
と飲料メーカーさんに防災協定を結んで
いただく仲介役として我々が動き、３者
の協力で実現しました。
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地域団体商標権利取得後の効果

権利行使については、弁理士の方々と
協力し警告文を送ったりするなどの活動
を実施しています。その際、エンドユー
ザーさんからの通報が情報源となってい
ることもあります。

他企業とのタイアップに関しては、い
くつかの企業から社員食堂での提供に関
して、要望があったため、許諾料をとっ
て使用許諾を実施しています。許諾に当
たっては「愛 B リーグ」さんと協議して、
勝浦のまちおこしにつながる提携かどう
か判断した上で許諾するようにしていま

す。
組合の開発商品の売り上げについて

は、地域団体商標を取得後というよりは
2015 年 10 月の B-1 グランプリ優勝が影
響して売上が伸びました。やはり、取得
するだけではなくそれを活用してどのよ
うにブランド発信をしていくかが重要と
考えています。

その他の効果としては、地域団体商標
を取得したことで、組合員のそれぞれに
商標権保護の意識が芽生えていることで
す。

今後地域団体商標を出願する者に対してのアドバイス

我々は、ご当地グルメと B 級グルメと
いうのはまったく別物であると考えてい
ます。ご当地グルメというのは地元に根
付いたグルメで、B 級グルメというのは
新たに作ったものでも呼ぶことができま
す。新規でやることは間違いではないで
すが、ただ単に新しいものを作っただけ
では全く拡がりはなく、活動を継続し地
域に根付いたものを発信していくことが
重要だと考えています。

いきなりまちおこしとして真新しいこ
とを始めるのではなく、地域の財産とし
て潜在的に隠れているものがあるはずな
ので、それをまず探していくことが地域
ブランド振興においては近道ではないか
と思います。今回、B-1 グランプリでは「勝
浦タンタンメン」を提供していることが
大きくメディアで取り上げられています
が、あくまで勝浦という「まち」の PR
が第一ということです。

最後に

元々、「勝浦タンタンメ
ン」は漁師さんや海女さん
が漁から上がった後に体を
温めるために作られた食べ
物です。冬場など寒い季節
には最適な食べ物です。き
れいな海と豊かな自然があ
る勝浦に是非お越しいただ
き、「勝浦タンタンメン」
をご賞味いただければ幸い
です。

  

海女スタイルでお客様をおもてなし
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『亀田縞』とは伝統的な先染縞模様織物です。
手紡ぎ風のムラ糸を原料に用い、多彩なカラーを
独特に組合せる表現にこだわり、ソフトで
ナチュラルな手触りの良さが特徴です！

地域団体商標出願に向けての取り組み

4

（１）従来におけるブランド保護の取り
組み

　商標の地域名「亀田（かめだ）」は、
新潟県新潟市の旧亀田地区に位置し、新
潟平野を流れる信濃川、阿賀野川、小阿
賀野川に囲まれた低平輪中地帯という地

理的特徴を持った地域です。海面より低
い土地が現在でも３分の２を占め、日本
海の海水面の高さは潮の干満によって大
きく変化するので、かつては大湿地帯 “ 亀
田郷 ” と呼ばれる地域でした。
　「亀田縞」の起源は約３００年前、江戸

  

時代までさかのぼります。当時の農民の
水耕作業は、水浸しの大地で、腰まで浸
かりながらの過酷な作業環境だったため
に、“ 丈夫 ” で “ 衛生的 ” で “ お洒落 ” な
木綿織りの農作業着が求められました。
農民たちはこの地に綿花を栽培し、紡ぎ、
糸にして、藍に染めて、織る、と言う技
術をしだいに習得していき自給用から問
屋制家内工業へと確立していきました。
　戦後をさかいに和装から洋装へ移行す

るにつれ「亀田縞」の需要も途絶えてし
まいました。半世紀余り後、「亀田縞」自
体の生産販売は衰退しましたが、織物産
地として継続してきた「亀田繊維工業協
同組合」＝「立川織物」「中営機業有限
会社」を中心に、「亀田縞」復活のプロ
ジェクトがスタートし、郷土資料館にあ
る「亀田縞」の古布資料 “ 縞見本帳 ” を
徹底的に分析、古布を忠実・詳細に再現
し２００５年に復活デビューしました。

商標：亀田縞　   商標登録　第５６６１４４５号
権利者の紹介
・ 権 利 者 名：亀田繊維工業協同組合
・ 住 　 　 所：新潟県新潟市江南区曙町３丁目６番１号
地域団体商標及び使用する商品・役務の内容
・ 地 域 団 体 商 標 名：亀田縞（かめだじま）
・ 商 標 登 録 番 号：第５６６１４４５号
・ 指定商品又は役務：新潟県旧亀田地域に由来する製

法により、新潟市江南区（旧亀
田町の地域）において生産され
た先染縞模様織物 亀田縞生地
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（２）地域団体商標出願の動機
　２００６年４月の新聞で地域団体商標
の制度導入について触れた記事を読んだ
のがきっかけで、地域団体商標に興味を
持ちました。
　当時は、「亀田」「越後」と組み合わせ
て「織」や「縮」などといった「亀田縞」
と似たような織物が販売先で出回ってい
たため、そのような偽物を排除できるの
ではないかとも考え、具体的に出願を考
えました。

（３）地域団体商標出願の準備
　会社や個人では取得できない要件があ
るということで、亀田繊維工業協同組合
に協力を得て、出願することを志しまし
た。具体的な手続は、発明協会より指導
を受け出願手続きについて教えていた
だきました。最初は平成 21 年に亀田繊
維工業協同組合独自で出願しましたが、
特許庁から拒絶理由通知書が届き、商標
の使用及び周知性についてのさらなる

資料を提出するよう記載されておりま
した。しかし、「亀田縞」は近年に復刻
したため取り組み期間が短く周知性の資
料も不足し、一度目の出願は断念せざる
を得ませんでした。
　拒絶理由通知書の対応ですが、組合だ
けで応答することが非常に困難であった
ため、新潟県の補助金制度を利用し、翌
年に、弁理士を通じて再チャレンジを行
うことに決めました。その後も特許庁よ
り周知性の証明を再三要求され、県外へ
の周知性の実績を高めながらその都度証
拠資料を提出しました。
　平成２１年度、平成２２年度には中小
企業庁による「ＪＡＰＡＮブランド育成
支援事業」にも採択され、ブランド確立
に向けた事業に積極的に取り組みまし
た。
　登録に至るまでには長い道のりでした
が、諦めずに根気強く周知性の証拠書類
を積み上げた結果、平成２６年４月に登
録されました。
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地域団体商標の権利取得後のブランド管理及びブランド展開

（１）ブランド管理及び商品・役務の
　　  品質管理（管理手法・体制等）
　規程等は特に設けておりません。現在
生産している２社は、復活する以前から
織物業専門で製造を継続しております
し、JIS 規格を準拠した管理体制のもと
生産してきていますので、品質は保証で
きます。「亀田縞」のブランドは、歴史
と伝統のある織物ですので、この技術を
活かして自信を持って生産し、お客様に
お届けしております。

（２）ブランド展開
　作品や商品にはすべて「亀田縞」のタ
グを付けて販売しています。また、新潟
空港内の店舗をはじめ、ホテルや観光地、
ギャラリー売場等で多くの取扱いが始ま
っています。
　イベントへの参加は、平成２６年１１
月 に 東 京 で 開 催 さ れ た「JFW JAPAN 
CREATION 2015」への出展、また平成
２７年２月に東京で開催された「第７９回
東京インターナショナル・ギフト・ショー
春２０１５」にも出展を行いました。その
他にも美術館や大手百貨店などへも「亀田
縞作品展」を開催しています。
　外国への展開は、商標登録前に中小企
業庁による「ＪＡＰＡＮブランド育成支
援事業」で初めて進出し、一年目は市場
調査や商品開発に力を入れ、二年目はア

メリカヒューストンのキルトマーケット
で「亀田縞」を中心に出展しました。ア
メリカはキルター人口が多くとても盛ん
ですので、「亀田縞」を使ったパッチワ
ーク作品が多くの来場者に注目されまし
た。同組合内には輸出も手掛ける輸出組
合があり、アメリカ、ヨーロッパ、中国
などに織物を輸出しています。「亀田縞」
はここ２～３年、成果を見せ始めていま
す。平成２７年７月には、ニューヨーク
で、同年 9 月にはロサンゼルスで、それ
ぞれ展示会出展し「亀田縞」を PR しま
した。少しずつですが輸出の取組が始ま
っていますので模倣されないよう、外国
に向けた商標の権利取得は、今後の課題
と考えています。

  

JFW JAPAN  CREATION 2016 のブース
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地域団体商標権利取得後の効果

大手の企業や公官庁とのタイアップ条
件として、商標権の取得を条件とすると
ころもあり、ビジネスにとって商標を取
得しているという事は、大きなメリット
です。

現在では、行政との取組（公共施設の
内装や装飾・記念品等）やスポーツクラ
ブとのコラボ商品開発・ギフト関係等の
取扱いの広がりがあり、需要者が増え続
けています。

今後地域団体商標を出願する者に対してのアドバイス

一言に尽きます “ あきらめないこと ”。
特許庁へは資料を何度も何度も出し続け
ました。県外への周知性をまず求められ
ましたが、「亀田縞」は歴史と技術とい
った地元の思い入れがとても強いので、
まずは地元へ「亀田縞」を知っていただ
きたい、手にとって頂きたいとの思いで
活動を行いました。その次に枠を広げ県

外への周知といった、こつこつと地道な
活動の記録が成果を生んだと思います。
そこで一つ一つ記録として送り状・納品
書・請求書などの控えをすべて取ってお
き、特許庁に周知資料として提出できた
ことが、地域団体商標の「需要者の間に
広く認識されていること」を認められた
成果だと考えています。

最後に

新潟県では１０番目の地域団体商標登
録となりました。商標の指定商品である

「新潟県旧亀田地域に由来する製法によ
り、新潟市江南区（旧亀田町の地域）に
おいて生産された先染縞模様織物」つま
り “ 亀田で生産した織物 ” に関してのみ、

  

「亀田縞」を使用できると内々で規定し
ています。現在は２社のみで製造及び直
営ショップで販売しておりますが、今後
企業が増加したとしても、“ 亀田で生産
した織物 ” のスタンスを徹底していく方
針です。
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1500年の歴史と文化に育まれた
神と紙の郷で営まれる『越前和紙』は、
その技術と品質を研鑽し続け、
あらゆる和紙の生産に専念しています！

5

地域団体商標出願に向けての取り組み

（１）従来におけるブランド保護の取り
組み

「越前和紙」生産地の越前（えちぜん）
市は、福井県のほぼ中央に位置し、市の
中央を北陸自動車道と国道８号が縦断
し、主要都市や周辺都市との交通の動脈
となっています。県内でも有数の水のき
れいな土地で、紙づくりにかかわる多く
の人々が集落をなして暮らしています。

全国にある紙産地の中でも例をみない
紙漉きの紙祖神「川上御前」の伝説があ
り、1500 年の歴史があります。和紙に
おける最高の品質と技術があり、今なお
伝わっています。「越前和紙」の特徴は、
その長い歴史に裏付けされた、紙の丈夫
さと、美しさです。

昭和 11 年（1937 年）に意匠の保護登録
がなされ、その後「越前和紙」産地内で規
約を作成し各事業のブランドを促進する
など、ブランド保護の取組みに歴史がある
ため、それらの意識は昔から根付いていま
した。現在も各組合員が意匠権や商標権を
取得するなど、それぞれ工夫しながら「越
前和紙」ブランドを守っています。

 

 

商標：越前和紙　   商標登録　第５１４０２４６号
権利者の紹介
・ 権 利 者 名：福井県和紙工業協同組合
・ 住 　 　 所：福井県越前市大滝町１１号１１番地
地域団体商標及び使用する商品・役務の内容
・ 地 域 団 体 商 標 名：越前和紙（えちぜんわし）
・ 商 標 登 録 番 号：第５１４０２４６号
・ 指定商品又は役務：福井県越前市とその周辺地域で生産された奉書紙その他の和紙・

和紙製の板紙・和紙製の加工紙・紙製文房具用和紙・コースター
作成用和紙・紙製ランチョンマット用和紙・紙袋用和紙・紙製テ
ーブルクロス用和紙・紙製のぼり用和紙・紙製旗用和紙・紙製ハ
ンカチ用和紙・紙製手ふき用和紙・紙製タオル用和紙・紙製テー
ブルナプキン用和紙・紙製衛生手ふき用和紙・印刷用和紙 
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過去の取り組み状況からして、もとも
と知的財産権についての意識は高かった
ところ、特許庁で地域団体商標制度が始
まったことがきっかけで、組合員から地
域団体商標出願してみてはどうかという
声が上がりました。まずは、知的財産権
について勉強しようと弁理士を講師に、
組合内で数回、知的財産制度の講習会を
行いました。その後、組合の役員会で、「越
前和紙」を地域団体商標出願する方針が
決定されました。

（３）地域団体商標出願の準備
「越前和紙」を地域団体商標として平

成１９年４月に出願しました。弁理士を
代理人として特許庁との手続きを行いま
した。一番苦労したのは、「越前和紙」
に関連する商品種類が多いために、どこ
まで権利範囲を指定するかということ、
またそれら商品についてそれぞれ周知性
を証明することでした。そのため、新聞
等で周知性の証拠となりうる資料を可能
な限り集めました。

弁理士を通じた特許庁とのやり取りは
何回か続き、出願から１年後の平成２０
年６月に地域団体商標を登録することが
できました。幸い「越前和紙」は、組合
内の生産者によってのみ生産されていま
したので、組合外の第三者による使用が
なく、出願しやすい状況にありました。
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地域団体商標の権利取得後のブランド管理及びブランド展開

（１）ブランド管理及び商品・役務の
　　  品質管理（管理手法・体制等）

地域団体商標の登録を機に、知的財産
における問合せや対応が増えることを想
定していましたので、組合内に知的財産
戦略本部を設置しました。地域団体商標
の「越前和紙」以外に「レーヨン大礼」、「本
大礼」など通常商標も取得していますの
で、活動としては、知的財産の管理、模
倣品の相談窓口、不正使用に対する警告
などの対応を中心に行っています。

また、組合では和紙のトレーサビリテ

ィの推進を図るため、トレーサビリティ
システムを開発しました。生産された「越
前和紙」にはトレーサビリティシールを
付し、「越前和紙」であることや安全性
のアピール、また品質向上を目指してい
ます。ただ、消費者に届くまでの過程で、

「越前和紙」が加工されることもあるの
で、手に取った消費者が「越前和紙」な
のかが分からない。そのため、最終販売
者には可能な限り、「越前和紙」である
ことを記載いただくよう業者にはお願い
しています。

 

（２）ブランド展開
越前和紙ブランディング委員会の創設

も行いました。組合員や行政の若い世代
で構成され、情報の収集や共有、ブラン
ド戦略等を検討しています。

画家のレンブラントが版画で「越前和
紙」を使用した可能性があるということ
で、「越前和紙」とレンブラントのコラ
ボレーションした展示会がオランダのレ
ンブラントハウス美術館にて開催されま

した（平成２７年６月１２日～９月２０
日）。本イベントを通じて、欧州で「越
前和紙」が有名になることを期待してい
ます。

そのほか、お酒（日本酒）やビールの
ラベルで「越前和紙」を使用したいと企
業からの依頼がありましたので、ラベル
に「越前和紙」を使用するなど企業との
タイアップを行っています。
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地域団体商標権利取得後の効果

地域団体商標登録となって、組合内の
ブランド意識が高まりました。「越前和
紙」の不正使用について組合員は敏感に
なり、警告をした方が良いのではないか
など声が上がってきています。また、前
述のとおり他業種とのタイアップしなが
ら、高級品としての付加価値をさらに高

めようと意識しています。
販売単価は上がってきているかもしれ

ませんが、その分資材も高まっており、
多少売上げが上がったかもしれません。
現在は、「越前和紙」が行政職員の名刺
やイベント関係のポスターに使用される
など、活用の幅が拡大しています。

今後地域団体商標を出願する者に対してのアドバイス

地域団体商標登録していれば、どこで
も地域ブランドとして宣伝できます。ま
た、それが良いものであることを消費者
に伝えることができ、不正に使用する者
には警告することができます。さらに、
商標を使用すれば、ブランド力もが上が
っていきます。地域団体商標登録して良
かったです。

和紙の分野で最初に「越前和紙」を地

域団体商標登録したため、その後同業者
の和紙の登録はしやすくなったのではな
いかと思います。組合内に事務局があれ
ば良いのですが、地域団体商標を組合単
独で取得することは難しいと思いますの
で、今後地域団体商標出願を検討してい
る組合は、弁理士などの専門家や行政と
うまく連携していければ良いのではない
かと思います。

最後に

  

１９０１年には全国に６８，５００軒
ほどあった手すき和紙業者が、２００１
年には４００軒をきり、現在は２００軒
弱となるなど、今もなお全国の和紙産地
が衰退している厳しい状況です。日本の
和紙文化が本当に遺産としてだけ残るの
ではなく、産業として成り立つ和紙文化
の確立を目指し、更なる創意工夫にて新

しい紙漉き技術の開発を行いながら和紙
づくりを行って行きたいと思います。

１５００年もの歴史のある「越前和紙」
を、これから１５００年先へも繋いでい
けるようにしていきたいと考えておりま
す。
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『蒲郡みかん』は三河湾からの暖かな潮風と、
豊かな自然を育む大地をもつこの蒲郡だから生まれた
美味しいみかんです！

6

地域団体商標出願に向けての取り組み

（１）従来におけるブランド保護の取り
組み

蒲郡（がまごおり）は、愛知県南東部
に位置し、渥美半島と知多半島に囲まれ
た三河湾に面した温暖な気候の地域で
す。
「蒲郡みかん」は三河湾からの暖かな

潮風と、豊かな自然を育む大地をもつこ
の蒲郡だから生まれた美味しいみかんで
す。特に温室みかんは、全国有数の生産
量となっており、中京・関東の市場を中
心に全国に出荷されています。

蒲郡温室みかんの特徴は、品種を宮川
早生に統一し、高い糖度と程よい酸味を
兼ね備えたみかんの中のみかんです。更
に地温冷却栽培法を導入した結果、4 月
中旬から出荷し始め、9 月下旬までの期
間途切れることなく美味しい温室みかん

を供給できる体制を整えています。
従来からのブランド保護の取組として

は、農産物のブランドは他の工業製品の
ブランドと違い、一定の品質で一定の時
期に一定の数量を安定供給できることが
重要と考えます。それにより川下にある
販売店、消費者等からの信頼が構築され、
ブランド価値が向上すると考えていま
す。そのため、我々もその点を重視して
みかんの生産を行ってきました。

 

 

 
 

商標：　　　　　   商標登録　第５１４０３８７号

権利者の紹介
・ 権 利 者 名：蒲郡市農業協同組合
・ 住 　 　 所：愛知県蒲郡市宮成町２番１号
地域団体商標及び使用する商品・役務の内容
・ 地 域 団 体 商 標 名：蒲郡みかん（がまごおりみかん）
・ 商 標 登 録 番 号：第５１４０３８７号
・ 指定商品又は役務：蒲郡産のみかん
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（２）地域団体商標出願の動機
制度ができる前の段階から色々な情報

筋から地域団体商標制度というものがで
きるという情報を入手しており、興味を
持っていました。

出願を決心したきっかけとしては、「蒲
郡みかん」という名称は古くからこの地
域で使用されていたものの、名称の管理
について責任者不在の状態でした。他方、
そのような状態が続けば、名称のブラン
ド価値を高めることは難しいのではない
かと考えました。実際、蒲郡地域で生産
されるみかんを、中心になって出荷販売
しているのは蒲郡市農業協同組合という
こともあり、我々が出願しようというこ
とになりました。

もう一つの理由としては、地域団体商
標を取得する前は、様々な場面で「蒲郡
みかん」という名称を使用していても品
質にバラツキがありました。また、我々
以外の者が「蒲郡みかん」という名称
を使って販売している商品についても、
我々に対して問合せがきてしまうことが
あり困った状況でした。

以上のことより、出願に至ったわけで
すが、自分たちの利益を守るためという
よりは、一定の品質を担保していれば誰
でも使えるようにすることで、「蒲郡み
かん」というブランド価値を維持してい
くことが一番の目的と考えていました。

（３）地域団体商標出願の準備
地域団体商標を取得するに当たって特

別に周知活動を行ったわけではなく、今
まで実施してきた通常の販売促進（テレ
ビ CM、リーフレット等）の根拠資料を
書類にまとめて特許庁に提出しました。

当初は自分たち独自で商標出願につい
て勉強し出願しましたが、拒絶理由通知
を受け取った際に、記載している内容が
あまりに専門的過ぎたため、その後の手
続については弁理士に依頼しました。

権利化に至るまでに苦労したこととし
ては、拒絶理由通知の解釈の仕方が難し
く、どこまで証拠書類を集めていいのか
といったところや、行政書類特有の記載
の仕方のところで苦労しました。

地域団体商標の権利取得後のブランド管理及びブランド展開

（１）ブランド管理及び商品・役務の
　　  品質管理（管理手法・体制等）
　「蒲郡みかん」の名称を使用するため
の品質評価基準を生産組合の蒲郡柑橘組
合と協議した上で設けており、外観、サ
イズ、糖度等の品質が一定になるように
努めています。基準については各農家に
も配布しており、周知徹底しています。
品質基準を満たしていれば、我々の出荷
場から出荷されるものすべてに「蒲郡み
かん」という名称をつけて出荷していま
す。そのほか、みかんの加工品について
は、加工品製造業者の方から商標使用の
申請をしてもらい、特に問題ないようで
したら無償で使用してもらっています。

（２）ブランド展開
地域団体商標とは別で、「蒲郡ミカン」

のマークも商標として使用しています。
このマークと地域団体商標の「蒲郡みか
ん」を一体でポスター、展示会などで使
用しています。

市場出荷が主で、特に企業等とはタイ
アップはしておりませんが、スーパー等
での販売促進会のようなものを開催し、
蒲郡市長に出ていただいたりして「蒲郡
みかん」の PR 活動を行っております。

海外展開に関しては、台湾に既に４回
ほど輸出した実績があります。台湾では
小さいみかんが人気であるため、日本で
は販売しないようなサイズのものを輸出
しています。まだ輸出して間もないので、
台湾では商標権を取得していないのです
が、今後のことも考えて検討していきた
いと思っています。



Ⅱ
．
地
域
団
体
商
標
の
活
用
事
例

● 34 ●

地域団体商標権利取得後の効果

権利化に際しては、我々単独で出願し、
権利化を行ったのですが、権利化後、蒲
郡市も市の PR 材料として「蒲郡みかん」
を PR してくれることが増えるなどの変
化はありました。また、愛知県について
も、他のみかん産地が県内にある中で、
他との差別化要因として地域団体商標を
取得している点を評価し、「蒲郡みかん」

を学校給食に使用してくれるようになる
など、行政とより密な関係を構築するこ
とができるようになりました。

そのほかの変化としては、愛知県の農
産物では初の地域団体商標登録であった
こともあり、マスメディアにも大々的に
取り上げられたり、「蒲郡といえばみか
ん」を連想されるほど観光との連携が強
化されました。また、加工品の領域につ
いても地域団体商標をとっているみかん
ということで進出しやすくなりました。

  

 

 

 

蒲郡みかんのＰＲの様子

蒲郡みかんを使っ
た加工品
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今後地域団体商標を出願する者に対してのアドバイス

自らの利益ではなく地域のことを考え
て取得を考えるのが重要です。地域ブラ
ンドとして価値を高めて行くには地域全

体の協力が必要になってきますので、周
りをどれだけ巻き込めるかが重要になっ
てきます。

最後に

蒲郡という産地は、夏は温室みかん、
冬は露地のみかん、年明けは中晩柑と一
年を通して出荷している産地です。温室
みかんの生産量は減少していますが、新
たなブランドとして「樹熟デコポン」を

販売するなど、品質的には日本一だと自
負しております。一年中高品質のみかん
を供給できるのが我々の強みと考えてお
りますので、是非「蒲郡みかん」をご賞
味いただければ幸いです。
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国の重要無形文化財である『久留米絣』は、
日本三大綿絣の一つともされ、幾何学模様など、
経糸と緯糸で表される特徴的な柄が魅力です！

7

地域団体商標出願に向けての取り組み

（１）従来におけるブランド保護の取り
組み

「久留米絣」は、江戸時代の終わりに、
12 ～ 13 歳の少女が、古着の色あせたと
ころの白い斑点ができているのを見て、
古着を解き、白糸を手括り、藍染め、飛
白模様織物を作る方法を考案したのが発
祥と伝えられています。

この 200 年の歴史の中で培った技術で、
先代から引き継がれ久留米絣の柄づくり

（図案）から整反（最終仕上げ）までの
30 以上の行程をすべてクリアした反物
は、組合独自の合格証として商標を取得
し、すべて「久留米絣検査之証合格」を
付しており、地域団体商標制度導入前か
ら、「久留米かすり」で販売しています。

（２）地域団体商標出願の動機
「久留米絣」は、昭和 32 年に国の重要

無形文化財に指定され、また昭和 51 年
には通商産業大臣指定の伝統的工芸品に
指定されています。

福岡県主催の伝統的工芸品の会議で、

経済産業省から地域団体商標制度が導入
されることについて、教えていただきま
した。

当時、組合からの脱退を希望するもの
も出てきており、組合からの脱退者を防
ぐ手段として組合員のみが「久留米かす
り／久留米絣」というブランドを使用す
ることができる地域団体商標を、平成 19
年 12 月に出願することにしました。

 

商標：久留米かすり、久留米絣　   商標登録　第５２２７１４２号、第５２２７１４３号
権利者の紹介
・ 権 利 者 名：久留米絣協同組合、久留米絣縞卸商協同組合
・ 住 　 　 所：福岡県久留米市東合川５丁目８番５号、福岡県久留米市東町５１２番地の６
地域団体商標及び使用する商品・役務の内容
・ 地 域 団 体 商 標 名：久留米かすり、久留米絣（くるめかすり）
・ 商 標 登 録 番 号：第５２２７１４２号、５２２７１４３号
・ 指定商品又は役務：福岡県久留米地域に由来する製法により福岡県久留米市・八女市・筑後市・

大川市・八女郡広川町・三潴郡大木町で生産された絣（かすり）織物　
福岡県久留米地域に由来する製法により福岡県久留米市・八女市・筑後
市・大川市・八女郡広川町・三潴郡大木町で生産された絣（かすり）織
物を用いて福岡県久留米市・八女市・筑後市・大川市・八女郡広川町・
三潴郡大木町で製造された和服・作務衣・エプロン・帽子、洋服・コー
ト・ワイシャツ類・ジャケツト・スーツ・ワンピース・ブラウス・ベスト・
スカート・ズボン・スラックス・イブニングドレス



● 37 ●

Ⅱ
．
地
域
団
体
商
標
の
活
用
事
例

（３）地域団体商標出願の準備
絣織物の生地だけではなく、反物を加

工した装飾品なども「久留米かすり／久
留米絣」として、指定商品範囲を広く指
定し、出願を行いました。

当時からも、組合独自でカタログやリ
ーフレットなどを作成し販売促進してい
ました。カタログなどには織物だけでは
なく、洋服や作務衣や小物なども掲載し
ており、そのような資料を周知資料とし
て特許庁に提出させて頂きました。漢字
の「久留米絣」、ひらがなの「久留米か

すり」を共に使用してきた経緯があるこ
とから、漢字表記とひらがな表記の 2 件
を出願しました。

出願当初の出願人は「久留米絣協同組
合」のみで出願しましたが、審査官から

「久留米絣縞卸商協同組合」もカタログ
等で販売されている事実が指摘されまし
たので、承諾・同意を得て共同出願とさ
せて頂きました。

このような経緯を得て、平成 21 年 5
月に、地域団体商標として登録されまし
た。
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地域団体商標の権利取得後のブランド管理及びブランド展開

（１）ブランド管理及び商品・役務の
　　  品質管理（管理手法・体制等）
「久留米かすり／久留米絣」は手織り

と機械織りの 2 種類あります。手織りの
柄模様は特に美しく、織機の投杼機を使
用し、丹念に織っていくことで、38 セン
チ幅に柄模様を丁寧に合わせながら折り
合わせる技法が必要です。機械織りは 4
台の織機を 1 人で管理しながら織ってい
くといった技法ですが、こちらも経験と
技術を必要とします。

すべての反物には、「久留米かすり／
久留米絣」を表示していますが、手織り
と機械織りの区別として、合格証の配色
を分け、販売しています。手織り、機械
織りの値段には差は生じますが、どちら
も「久留米かすり／久留米絣」として、
販売しています。手織りの反物には、商
標以外に伝統的工芸品の認定シールも付
しています。

反物であれば、「久留米かすり／久留米
絣」すべての行程を経たものは 100％「久
留米かすり／久留米絣」ですから、合格
証を付しています。

加工品や小物などについては、どこか
らどこまでが「久留米かすり／久留米絣」
なのかという規程は現在無く、今後規程
等を設けていかなければと考えていると
ころです。

（２）ブランド展開
平成 27 年 3 月に開催した「第 18 回久

留米かすり　藍・愛・で逢い　フェステ
ィバル」でも、チラシやポスターに、地
域団体商標と登録番号を表示していま
す。このイベントでは絣を全面的にアピ
ールするために「久留米かすり／久留米
絣」のファッションショーが行われ、全
国から多くの方が訪れました。久留米市
のイメージキャラクター「くるっぱ」に
も、「久留米絣」をモチーフにした衣裳
を着用してもらい PR しています。

九 州 以 外 で は、 平 成 27 年 2 月 に
東 京 で 開 催 さ れ た「 伝 統 的 工 芸 品 展
WAZA2015」でも「久留米絣」の出品を
行いました。

過去にＪＲ九州にも協力して頂き、九
州新幹線の客室乗務員が「久留米絣」の
ベストを着用して乗務しており、ベスト
と同じ柄でハンカチやティッシュケース
などのグッズ販売も行っています。最近
では、久留米市役所の受付担当に月に何
度か「久留米絣」を身につけていただい
ております。

現在、独自の特徴のあるマークを付し
て、戦略的にＰＲすることができないか、
組合の役員内で検討しているところで
す。
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地域団体商標権利取得後の効果

現在、組合加盟者はやはり年配の作業
者が多く、卒業される方が多くなってき
ています。新規の組合加入も難しい状況
です。「久留米かすり／久留米絣」は、
庶民的な作業着ですので、外出着には適
さず、織物の中では高級品とはいきませ
ん。また最近では全国にグローバル展開
している企業から、手軽で安価な外出着
が出回っているため、近年はそのような
商品に押され気味だと認識しています。

そのような状況を踏まえ、九州経済産
業局特許室主催の「平成 22 年度地域ブ
ランド戦略策定事業」で、地域団体商標

「久留米かすり／久留米絣」登録後のフ
ォローアップを実施して頂き今後のブラ
ンド戦略の課題などを、専門家にアドバ
イスして頂きましたので、それらを踏ま
え、今後もより一層ブランド展開を図っ
ていく考えです。

今後地域団体商標を出願する者に対してのアドバイス

地域団体商標として商標登録されたこ
とにより、地域や組合員に認識されブラ
ンド力のアップに繋がり、また、他で使
用しているものに対して取り締まること
が可能です。

地域団体商標の出願を予定されている
皆さまは、知的財産戦略センター窓口、
専門家からのアドバイスを受けられるこ
とが、権利取得への近道かと思います。

 

 



Ⅱ
．
地
域
団
体
商
標
の
活
用
事
例

● 40 ●

商標：唐津焼　   商標登録　第５１５２６９７号
権利者の紹介
・ 権 利 者 名：唐津焼協同組合
・ 住 　 　 所：佐賀県唐津市新興町２８８１－１
地域団体商標及び使用する商品・役務の内容
・ 地 域 団 体 商 標 名：唐津焼（からつやき）
・ 商 標 登 録 番 号：第５１５２６９７号
・ 指定商品又は役務：伝統的工芸品に指定された成形方法により制作された佐賀県唐津市

及びその周辺地産の陶器製鍋類・陶器製食器類・陶器製ようじ入れ・
陶器製はし置き・陶器製花瓶及び陶器製水盤・陶器製香炉・陶器製
置物，伝統的工芸品に指定された成形方法により制作された佐賀県
唐津市及びその周辺地産の茶道用陶器製茶わん・茶道用陶器製水指・
茶道用陶器製建水・茶道用陶器製火入・茶道用陶器製香合・茶道用
陶器製蓋置・茶道用陶器製水注・茶道用陶器製茶入

8

地域団体商標出願に向けての取り組み

（１）従来におけるブランド保護の取り組み
近世初期より唐津（からつ）市北波多の

岸岳で始まった「唐津焼」は、楽焼、萩焼
と並ぶ「日本三大茶陶器」のひとつです。
茶陶とも呼ばれ、昔から茶人に愛されてき
ました。 

従来のブランド保護の取組としては、唐
津焼の陶工である中里太郎右衛門氏が人間
国宝に指定されていることから、同氏が唐
津焼を代表して活動するなど、「唐津焼」
というよりは、それぞれの窯元が窯元名で
展示会、販売を行っていることが多かった
です。経済産業省が実施している「伝統的
工芸品」の指定を昭和 63 年に受けていた
ので、証紙を商品に貼って販売を行ってい
ました。組合を設立したのが昭和 58 年で
あり、それ以前は、昭和 56 年から任意の
団体として 2 年間、唐津市内の 30 ほどの
窯元で展示会など実施していました。組合
設立後は、窯元同士で展示会の共同開催、
平成 8 年からは唐津駅近郊に展示場を設立
するなど、組織的に活動してきました。

 

国の伝統工芸品に指定されている『唐津焼』は、
日本三大茶陶器の一つとされ、使うほどに
味わい深く、艶やかになっていく
使い心地が魅力です！

 

 

柿文様絵唐津壷
（かきもんようえがらつつぼ）

鉢の仕上げ、高台削りだし（こうだいけずりだし）

ろくろ水引き、壷作り
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（２）地域団体商標出願の動機
地域団体商標制度を知るきっかけは、

「有田焼」の中国での模倣被害を受けて、
佐賀県から話があり地域団体商標制度を
知ることとなりました。唐津焼について
も名称を守るために何か手立てを打たな
ければならないのではないかという問題
意識が起こり、商標を取得していなけれ
ば、国内でも販売することが難しくなる
のではと考え出願に至りました。

（３）地域団体商標出願の準備
今まで行ってきた周知活動としては、

経済産業省が主催している伝統的工芸品

月間国民会議全国大会に出展したり、実
演を行ったりしてきました。権利取得
に当たって苦労したことは、当時、関係
のある全窯元（約 50 軒ほど）を回って
了解を取り付けることが一番苦労しまし
た。組合以外の方もいるので、「450 年間
ずっと普通に使用してきた名称をなぜ商
標登録するのか」といった意見もあり、
そういった方に地域団体商標を取得する
理由を説得するのに苦労しました。また、
他の協同組合（萩焼、備前焼など）に「唐
津焼」の周知性を証明してもらうために、
認知証の作成を依頼するなどの活動も行
いました。

  

地域団体商標の権利取得後のブランド管理及びブランド展開

（１）ブランド管理及び商品・役務の
　　  品質管理（管理手法・体制等）

品質基準は特には定めていませんが、「伝
統的工芸品」の指定を受けているので、そ
の指定を受けるに当たっては、唐津焼の原
材料、古来の技術技法を使用しているかと
いった要件があるため、それらを守ってい
こうという姿勢は持っています。すべて伝
統的な手法で製作するのではなく、その他
の手法で製作したものについては、商品に
よっては「伝統的工芸品」の証書を貼らず

販売しているものもあります。原材料、作
り方、釉薬など様々な手法がありますが、
本来の手法に合わない方法でも、組合に参
加している窯元が作ったものには「唐津
焼」という名称を使用しています。従来は、
唐津焼は湯飲み、茶碗を製作するのが一般
的でしたが、時代に合わせて日用食器にも
展開しています。「唐津焼」の品質を保ち
つつ時代に合った製品を製作するにはどう
したらよいのか日々議論しているところで
す。

登り窯天井穴より吹き出る炎 窯焚き後三日ほど冷却後の窯出し風景
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地域団体商標権利取得後の効果

いまのところ権利行使をしたことはあ
りません。ある程度自由さが求められる
世界であるので、よほど手法から外れな
ければ「唐津焼」の使用は許していると
ころです。商標権を取得して良かったこ

ととしては、自らが名称を使用する上で、
他を気にせず名称を使っていけることで
す。組合が「唐津焼」を使用することで
名称を守ることにつながると考えていま
す。

（２）ブランド展開
以前、唐津シティホテルで唐津焼の器

を使って料理の展示を行ったり、茶道の
裏千家の九州大会が唐津であった際、タ
イアップで唐津焼の展示会を実施したり
しました。国際展開に関しては、現在、
中国で「唐津焼」という商標が登録され
ているという情報を得ています。現時点
では中国における販売は考えていないも
のの、この問題にどう対処したらよいか

検討している最中です。唐津にあるコス
メティック分野のビジネス環境を産学官
の連携により整備する団体である一般社
団法人ジャパン・コスメティックセンタ
ー（JCC）が、２０１６年フランスのパ
リで唐津焼の展示会を開くという構想が
あるため、出展を考えています。今まで
も欧州では何度か展示会を開催していま
すが、まだ出発点の段階です。

 

 

 

◀彫り唐津茶碗
　（ほりがらつちゃわん）

◀朝鮮唐津舟徳利
　（ちょうせんがら
　  つふなどっくり）

松文様絵唐津大皿▶
（まつもんようえがらつおおざら）　
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今後地域団体商標を出願する者に対してのアドバイス

地域団体商標を取得するのであれば、
質の高い商品を作り続けることが重要で
す。質を維持する取組を続けることが地
域ブランドを守ることにつながると考え
ています。伝統工芸品の認定を受けてい
る地域ブランドで出願を考えている方々
も、商標権を持っていなければ粗悪品や

模倣品を排除できないので、是非取得し
たほうがよいと思います。特に小規模の
事業者で、限定された地域で生産してい
るような伝統工芸品は、地域団体商標を
取得して自らが戦える武器を持っておく
ことが地域ブランドを守る上でより重要
だと思います。

最後に

「唐津焼」が、450 年も続いてきた理由
としては、やはり核の部分は残しつつ、
その時代の食生活に合わせて柔軟に食器
の形態を変化させてきたという特徴があ
るからかと思います。素朴な中にも、現
代的な感覚を取り入れ日々表現の幅を広

げていく「唐津焼」は、長く使用してい
ると色が変化し、味が出てくるのも魅力
の一つです。そのため、一度使用してい
ただくと、長く唐津焼のファンになって
いただく方が多いです。是非「唐津焼」
を一度お試し下さい。

 

◀朝鮮唐津舟徳利
　（ちょうせんがら
　  つふなどっくり）

唐津焼展展示即売会風景。昭和５６年から毎年９月に唐津市アルピノホールで開催、今年で３６回目を迎える。
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9

地域団体商標出願に向けての取り組み

（１）従来におけるブランド保護の取り
組み

枕崎の鰹節作りは、保存食糧として、
古い時代からあったとされていますが、
宝永年間（1704 ～ 1710 年）紀州の森弥
兵衛によって、本格的な製造法が伝えら
れました。その後、鰹節製造の専業化に
よって、その品質は飛躍的に向上し、さ
らに改良が加えられ、全国に知られるよ

商標：枕崎鰹節　   商標登録　第５３３２０７６号
権利者の紹介
・ 権 利 者 名：枕崎水産加工業協同組合
・ 住 　 　 所：鹿児島県枕崎市立神本町１２番地
地域団体商標及び使用する商品・役務の内容
・ 地 域 団 体 商 標 名：枕崎鰹節（まくらざきかつおぶし）
・ 商 標 登 録 番 号：第５３３２０７６号
・ 指定商品又は役務：鹿児島県枕崎市内で製造されたかつお節

厳しい品質管理の下に歴史と伝統を誇る製法で
製造される『枕崎鰹節』は、高級料亭から一般家庭まで、
親しみやすく長くご愛顧いただだけるのが魅力です！

  

うになりました。
企業数は時代の変化とともに変わって

きました。最盛期の昭和 26 年ごろには
枕崎に 200 社を超える企業がありました
が、現在は 50 社程度になっています。
これは、後継者のいない家族経営の生産
者が減った影響ですが、一方で工場を拡
張 し て 規 模 を
拡 大 し た 生 産
者もおり、一定
の 生 産 量 は 維
持しています。

 

 



● 45 ●

Ⅱ
．
地
域
団
体
商
標
の
活
用
事
例

（２）地域団体商標出願の動機
以前、偽装表示の問題があり、私たち

の独自ブランドを確立するため、また、
質の良い商品を消費者に届けるという意
識改革のために地域団体商標を取得しよ
うと動き出しました。

（３）地域団体商標出願の準備
１回目の出願申請時に東京の弁理士の

方に依頼したところ、申請が拒絶され登
録できませんでした。そのとき実感した

のはやはり産地のことは産地の人が一番
よく知っているということです。

また、「枕崎『産』鰹節」として知ら
れていた鰹節を「枕崎鰹節」として知っ
てもらうことが大変でした。「枕崎鰹節」
を周知徹底するために、段ボール、伝票
等に「枕崎鰹節」と入れるように組合員
全員にお願いをしました。一般の方々に
も広く知ってもらえるように、積極的に
物産展や地元のイベントにも参加し、テ
レビでも取りあげてもらいました。

地域団体商標の権利取得後のブランド管理及びブランド展開

（１）ブランド管理及び商品・役務の
　　  品質管理（管理手法・体制等）

地域団体商標のマークを使用するための
ルールを厳守して運用をしています。商標
登録証を各生産者の事務所に必ず掲げても

らうようにすることで少しずつ意識が変わ
っていきました。具体的には単に「作るだ
け」の意識から「お客さん」を意識するよ
うになったと思います。
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地域団体商標権利取得後の効果

商標登録証が届いた後、その写しを組
合員全員に渡しました。その結果、組合
員全員が共通の意識を持って取り組んで
いるという一体感と自信とともに鰹節の

品質も上がり、消費者のことをより考え
るようになりました。この組合員の意識
の変化が一番の効果と感じています。

（２）ブランド展開
権利を取得して終わりとするのではな

く更なる認知を得るためには、常にアク
ションを起こし情報発信、連携をしてい
く必要があります。枕崎市と友好都市の
北海道稚内市とのプロジェクトである、
両市の特産品「昆布」と「鰹節」から名
前をとった「コンカツプロジェクト」は
その一環です。官民一体となったこの取
り組みは、各方面から大きな反響をいた
だきました。

また、商標は毎年変わるものでは使用
する意味がありません。変わらない、崩
れないことが重要です。「枕崎鰹節」の
商標を付しているポロシャツは「枕崎市
民の制服」です。とにかく浸透させるた
めには、組合が補助金を出してでもアク
ションをしていかなければならないと考
え工夫しています。今では組合の職員だ
けでなく老人グランドゴルフチームや銀
行の行員までおそろいのポロシャツを着
ていただいています。

海外展開については、３年前から中小

 

 

企業庁の補助金を得て 2013 年よりフラ
ンス進出のための事業を開始していま
す。フランスを選んだ理由は、その後の
世界進出を考えた際に、食文化の国であ
るフランスを発信地としたほうがよいと
の判断から決まりました。

他にもフランスを発信地とした決め手
として、フランスはチーズなどの「カビ
文化」への理解があり、鰹節も「発酵食品」
の一種として認識されていることもあり
ます。また、醤油や味噌など発酵食品の
先輩が道を開いてくれている側面もある
かもしれません。
「うまみ」を理解できるのは日本人だ

けといわれたりしていますが、実際には
世界共通だと考えています。ですので、
鰹節の流通だけでなく食育を通してこれ
から広めていきたいです。

日本とフランスでは衛生管理基準等異
なっていて、鰹節の文化を普及するのは
一筋縄ではいきませんが一歩一歩着実に
進めていきたいと思います。
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今後地域団体商標を出願する者に対してのアドバイス

商標取得は、地域活性とブランド確立
に向けた第一歩です。商標を取得するた
めにも、出願する商品と向き合い、素晴
らしさと可能性を再認識することが大事

だと思います。出願はそのための時間で、
商標取得からが商品を飛躍的に発展させ
るための努力が始まると感じています。

最後に

枕崎鰹節は恵まれた温暖な気候の中、
３００年余りの歴史的伝統製法により、
鰹節職人の手で一本一本作られていま
す。和食の味と食材の旨さを最大限に引
き出し、今では世界の食を支える枕崎鰹

節です。削りたての枕崎鰹節の香味は何
とも言えない素晴らしいものですので、
是非、枕崎鰹節の旨さと素晴らしさを実
感し、日々の食を楽しんで下さい。

 

 


